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上荒川ヨ－クベニマルついたちバザ－

アクアマリンフリ－マ－ケット

小名浜市民会館朝市

おさがりバザ－（タウンモ－ルリスポ）

アクアマリンフリ－マ－ケット

平成22年度がスタートしましたので、会費納入をよろしくお願い
致します。
会費：活動会費（実際に活動に参加される方と、会報の講読とい
　　　　　　　　う形で支援してくださる方）　　2,000円／年
賛助会員（資金的な面から支えて下さる方と法人・団体会員）

10,000円／年
郵便振替（02110－0－24908）でお送りください。

経営刷新を目指して!! エコな心をアジアに！世界に！

おさがりバザー in リスポ開催!
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平成17年度第3回いわき子ども環境賞コンクール　環境標語入賞作品　平第一中学校　荒川由里加さん

古 着

　昨年に引き続き、台北国際家具
展（とき：2010年３月13～15日と
ころ：台北世界貿易センター展示
場)の「環境にやさしい暮らし
方」のコーナーへの出展を行いま
した。
　今年の本会の展示では、活動の
要旨を中国語に訳したパンフレッ
トが功を奏し、英語での呼び掛け

には消極的な反応を示した中高齢者も呼び込みに応じて足を止め、
本会の理念や取り組み、活動などの説明に熱心に耳を傾けてくれま
した。そして、持参した古着を素材とするリメイク品の数々を手に
取り、関心の高さが伺えました。
　もちろんコミュニケーションは英語だけでは不十分で、本会ブー
スに関係する美麗再生聯盟（Bella Cycla association）のメンバ
ーによる応援が大きな力になりました。来場者の中には日本語を勉
強中の若者やアフリカのNGO関係者などもあり、今後の多様な可
能性を感じさせる出展となりました。
　また、出展期間中に、美麗再生聯盟代表のダニエル・クー氏と今
後の連携について協議を行いました。クー氏は本会がリサイクルウ
ールワタを製造し「エコモコ君」として一般に販売したり、ワーク
ショップの素材として活用している経緯に強い関心を抱いており、
本会と台湾との連携のもと、“Grandma's old 100% wool 
sweaters to Grand kid’s neo wool toys”（おばあちゃんの古い
セーターがお孫さんのおもちゃに生まれかわる）プロジェクトとし
て情報発信を進めていくことになりました。エコな心をアジアへ！
世界へ！…夢は大きく膨らみます。
　展示終了後には、台湾でオーガニック食材販売チェーン店経営で
知られるジェームズ・グリーン氏が経営する台北駅近くのカフェ
（多稼咖啡館）内に設けられたギャラリーに、本会のリメイク品が
展示されるオマケまで付き、実りの多い出展となりました。

　これは、地域で活躍するボランテ
ィア団体に対し、いわきサティが実
施している社会貢献の一つです。毎
月11日サティでお買い物をされたお
客さまが、レジで頂く黄色のレシ－
トを店頭備え付けボックスに自分が
応援したい団体を選んで投函するも
のです。レシ－ト合計金額の１%が
それぞれの団体に寄贈される仕組みです。今年も嬉しいことに
34,100円を頂戴いたしました。パソコン用インクなど有効に活用さ
せていただきますので、今後ともピ－プルの活動に対しご支援ご協
力くださいますようお願いいたします。

　夏のおさがりバザーを６月12・13（土・日）両日タウンモールリ
スポに於いて開催します。このバザーは村岡産婦人科医院オレンジ
クラブ主催／ザ・ピープル共催で開催するもので、14年も続く人気
ある事業の一つです。ベビー用～小学生用まで約７千着を用意し全
て１着200円の格安で販売いたします。お一人で10着20着と購入さ
れるお母さん方が多くピープルなりの子育て支援の一つです。お母
さん方の応援団的存在であると自負しています。広報の一つとして
小名浜地域の私立幼稚園児の皆さん全員にチラシを配布し周知を図
ることにしていますが、お友達お誘い合わせの上ご来店ください。
　なおこの収益金の一部は本会が実施している海外支援事業のうち
タイ国山岳地帯の子供のたちへの生活支援に活かされます。

　NPO法人らしからぬこのタイトルに思わず眉をひそめた方も多
いのではないでしょうか？しかし、非営利のNPO法人であって
も、活動を継続していくため、そして会を存続していくため、その
経営状況や財務状況をより良いものにすることは必要不可欠な大命
題です。そして、今回、厚生労働省から社会貢献活動を行う事業に
対して提供頂いた助成（実施主体：NPO法人うつくしまNPOネッ
トワーク）は、まさにこの経営刷新のためのノウハウ伝授でした。
　本会の活動資金の多くは、市民の皆様から提供された古着をリユ
ース販売して得られる事業収益によって生み出されています。補助
金や寄付金に依存せず、自ら生み出す事業収益を財源として事業展
開を行うことは、本会が誕生して間もない頃からずっと守り続けて
きた運営方針の一つです。
　近年の事業規模の拡大により、古着のリユース販売益だけで全て
を賄うことは難しくなりつつありますが、本会はこれからも自ら生
み出す事業収益により本会の目指す活動を継続していこうとの姿勢
は守り続けたいと考えています。
　そこで、経営指導と職員雇用の支援を受けることになったので
す。昨年12月から、NPO法人うつくしまNPOネットワーク派遣の
支援専門委員による５回の経営指導を受けることができました。そ
の中には、本会の直営店舗であるP.C.C各店で接客にあたるボラン
ティアスタッフが一同に会し
ての接客指導研修会なども含
まれました。
　これまでスタッフたちの勘
と経験に基づいて行ってきた
運営を、データを下に見直す
というこの経営指導。これに
よって本会の経営が刷新され
ることを祈らずにはいられま
せん。

ザ・ピープルのスカラーシップ（奨学金）
にご協力ください
　ニュース報道にあるようにタイでの政情不安は深刻です。
しかし、バンコクを遠く離れた本会の支援地ナーン県では、
穏やかに新しい学年が始まったと、ザ・ピープルスカラー
シップの受給者ダライポップ君から連絡が入りました。
　ナーン県の少数民族の子供たちに対するスカラーシップ
の供与も２年目。徐々にその対象者を増やしていきたいと
計画しています。皆様のご協力をお願い申し上げます。
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幸せの黄色いレシートキャンペーン
　　　　　　　　で寄贈を受けました!

●日　時：６月４日㈮13時～
●会　場：まちづくりステーション小名浜　３Ｆ

定期総会開催のお知らせ


